
（１）幼児期の学校教育・保育の提供における計画値と実績値について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

① １号認定（３－５歳・教育のみ）

A 量の見込み【ニーズ】

B 確保方策【受入体制】

C 過不足【B ｰA】

D 入所者数

量の見込み【ニーズ】

確保方策【受入体制】

過不足【BｰA】

② ２号認定（３－５歳・教育希望・保育必要）

A 量の見込み【ニーズ】

B 確保方策【受入体制】

C 過不足【B ｰA】

D 入所者数

③ ３号認定（０歳・保育必要）

A 量の見込み【ニーズ】

B 確保方策【受入体制】

C 過不足【B ｰA】

D 入所者数

④ ３号認定（１－２歳・保育必要）

A 量の見込み【ニーズ】

B 確保方策【受入体制】

C 過不足【B ｰA】

D 入所者数

量の見込み【ニーズ】

確保方策【受入体制】

過不足【BｰA】

乖離率は10％以内ですが、平成27年度（481人⇒490人）、平成28年度（466人⇒472人）の実績を基

に量の見込み・確保方策について再算定を行いました。

子どもの認定区分ごとに、各年度に教育・保育の利用希望が発生すると想定される数（市外か

らの利用含む）を算定し（量の見込み）、教育・保育（市外含む）による供給予定数（確保方

策）を定めています。

　１号認定（満３歳以上）…幼稚園

　２号認定（満３歳以上）…保育所・認定こども園

　３号認定（０歳～２歳）…保育園・認定こども園・小規模保育事業

445人 494人

― ― ― -19人 4人

平成27年度（142人⇒268人）、平成28年度（142人⇒254人）と大幅に増員しているため、量の見込

みを実績を基に再算定すると共に、確保方策から芦刈幼稚園分を減らしました。

見直し案

― ― ― 464人 490人

― ― ―

―

― ― ― 145人 145人

310人 310人

見直し案 実績との乖離が少ないため、見直しは実施しない。

見直し案 実績との乖離が少ないため、見直しは実施しない。

見直し案

― ―

― ― ― 165人 165人

量の見込みと入所者数の乖離率（D ÷A） 101.9% 101.3% ― ― ―

実績 490人 472人 人 人 人

443人

-55人 -35人 -25人 -10人 6人

計画

481人 466人 458人 448人 437人

426人 431人 433人 438人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

量の見込みと入所者数の乖離率（D ÷A） 84.4% 90.8% ― ― ―

実績 141人 148人 人 人 人

151人

-25人 -19人 -13人 -8人 人

計画

167人 163人 159人 155人 151人

142人 144人 146人 147人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

量の見込みと入所者数の乖離率（D ÷A） 89.6% 92.1% ― ― ―

実績 992人 1,019人 人 人 人

1,074人

-51人 -35人 -5人 -22人 10人

計画

1,107人 1,107人 1,081人 1,093人 1,064人

1,056人 1,072人 1,076人 1,071人

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

254人 人 人 人

178.9% ― ― ―

259 258 263

142人 139人 140人 135人

398人 398人 398人

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

256

量の見込みと入所者数の乖離率（D ÷A） 188.7%

実績 268人

256

398人計画

142人

398人

平成27年度


